


























































（    ）年 （    ）組 （    ）番  名前 （                ）
授業前  ・  授業後   
＊あてはまるものにかならず○をしましょう。
えいい．２いは．１？かすまりあがとこた見をDEAにでま今．１
  見たことがある人はどこで見ましたか？ 





















はできますか？ １．はい ２．いいえ 
５．家族や友達が倒
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A小学校 B小学校 A小学校 B小学校
全児童数 54名 58名 53名 57名
受講児童数




































































































































初年度前 初年度後 次年度前 次年度後
P<0.01  **    
*     *     
*     P<0.05





8.8%   
74.5％   
91.2％   88.2％   
図１ 　家族や友人の心臓が止まったら心肺蘇生法が
できると回答した児童（n=102）
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年度にはAEDが使用できると感じながら、学校内･外の
AED設置場所を把握していたことから、心肺蘇生法や
AEDの関心が高まっていたことが伺えた。そして、児
童の意識は、心肺蘇生法の授業から１年後も７割以上の
児童が「家族や友人に心肺蘇生ができる」との意識が継
続していることがわかった。
　また、初年度と次年度の受講前の比較では心肺蘇生法
の手順に関する９つの項目中、６項目で「できる」の回
答率が有意に高かったことから、小学校高学年生に継続
して授業を行うことは心肺蘇生に対する高い意識が保た
れ、皆で協力し合うといった意識が、更に向上している
ことが示唆された。BLS教育は一度だけではなく繰り返
し学習することがより効果的であると考える。
　簡易型蘇生人形を用いた継続的なBLS教育で中学生の
意識に変化がみられたとの報告があり８）、本研究では小
学生高学年生への継続的なBLS教育において、意識の変
化が見られ心肺蘇生への関心が高まることが明らかと
なった。さらに中学生へのBLS教育は、救命率向上にも
つながる可能性が高く、本人たちの意欲も高いため積極
的に進めるべきであるという報告がある９）。６年生では
皆で協力し合い助け合いたいという意識が高いことか
ら、小学校高学年生からの継続的なBLS教育は、児童に
よる学校内の心停止発生時における心肺蘇生や中学校で
のBLS教育効果の持続性にも期待できると考える。今後
も心肺蘇生法を通じて命に向き合える時間を作り、命の
大切さを教える継続教育を行っていきたい。
Ⅵ．結論
　小学校の高学年生がBLS教育を継続して学ぶことは、
心肺蘇生法やAEDへの関心が高く、児童の心肺蘇生に
対する高い意識が保たれ、皆で協力し合うといった更に
意識が向上していることが示唆された。
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